
　「生きる力」を育てるために多様な課題
に取り組まれている先生方は大変な毎日だ
と思います。特にいじめや不登校は様々な
原因により難しい課題ですが何としても減
少させたい思いでいっぱいです。家庭と学
校の双方で多様な体験のもと発達段階に応
じた課題がクリアできるよう支援が必要で
す。特に幼少期より心の教育が大切であり
「ひとり一人みんな違うけれどみんな大事

な存在であること」「ひとり一人の個性の集まりで社会が成り立っ
ていること」「人間はみんな不完全でお互いに助け合って生きてい
ること」などを感じることができるように、日々お忙しいとは思い
ますが「命の大切さ・人としての倫理」を育んで下さるようお願い
いたします。

　学校教育の果たすべき教育力とは、教職員
の持つ教育力そのものであります。それは、
教職員の方々が日々の実践の中で、それぞれ
自分の役割を常に真摯に見直しながら愛情
を持って子どもたちにかかわり、その成長を見
つめ育てることです。授業で勝負する教師の
指導もあれば、全員の総力で創り上げる学校
行事や特別教育活動もあります。子どもたち
が中心となって活動するクラブや部活動も大

切な育ちの場です。その一瞬一瞬に子どもの育ちはあります。そのために
も、教職員がお互いに協力し合うだけでなく、時には議論し合い学び合っ
て、一人ひとりが確固たる考えを持ち、自信を持って子どもたちと向き合
うことが大切です。地域の方々の力も含め全員の結束力で子どもたちを
はぐくむことの大切さを、強く感じたこの一年ではなかったでしょうか。

　自立とは誰の力も借りずに生きていくこと
ではない。人は一人では生きていない。人類
最後の一人となった時、不便と感じたら、そ
れは一人では生きていない証である。自立と
は、この世界の一員として世の中の力を借り
ながら、世の中に対し自分のできることを返
していくことである。世界との関わりを学び、
人は一人では生きていなかったのだと実感し
た時、本当の感謝の心が生まれる。「ありが

とう」は、わざわざ何かをしてもらった時にだけ思い出す言葉ではない。
いついかなる時でも誰かの力を借りていることに気付けば、感謝の心は
自然と生まれてくる。子供たちに「生きる権利」を説くのならば、その前
にまず「生かされている感謝」を伝えてもらいたい。

　昨年３月11日午後、皆さんはどこにいまし
たか。あの地震や津波の恐怖、そしてその爪
痕に耐えようとする子供達の姿を見て何を
感じたでしょうか。改めて教師という職業の
重要さや、その使命について考えさせられた
のではないでしょうか。地震発生時には先生
方が懸命に子供たちの命を守りました。そし
て不眠不休で避難所の運営などに当たり、非
常時の地域を支える大きな力となりました。

　「生きる力を育む」という教育理念には、「人間としてどう生きるか」
人間として周りの人とどう共生するかという考えが根底に無ければな
らないと思います。その実践例となった先生方の心と行動を覚えつつ、
「命を守る」教育を共に目指したいと思います。

教職員に期待するもの ー教育委員会からのメッセージー
西池　氏裕　委員長

佐藤　紘子　委員長職務代理者

佐藤　盛仁　委員 筒井　直典　委員

　教師という職業に就いたとき、皆さんは理想の教育を思い描いていたのではないでしょうか。それは今も心
のどこかに灯っているはずです。先日フィンランドの教師に関する本を読みました。その国ではどの教師も教育
の理念を持ち、それを表現することができると書かれていました。日本の教師もそれに劣らず高い理想を持っ
ていると信じております。現在教育は大きな環境変化に直面しています。環境条件が変化すれば、それに合わ
せて今までのシステムを変えていくことが必要になります。今こそ教育の理想の灯をしっかり掲げ、私達の行く
べき方向を自らの手で定めねばと思います。システムが合わなくなった箇所を勇気を持って見つめ、一歩一歩自
分の周囲から変革していくことが大切です。ためらわずに改革を押し進めていただきたいと思います。

水口　艶子　委員長職務代理者

教育委員からのメッセージ
新 学校版環境ISOスタート
「“あわ”人権学習ブラッシュアップ事業」について
中学校における新学習指導要領の実施について
地域教育支援活動奨励表彰について
徳島県藍青賞受賞者一覧について
文部科学大臣優秀教員表彰について
徳島県教育委員会関係職員表彰について
コンプライアンス推進状況について
公益通報制度について
東日本大震災被災地支援活動写真展の開催について
犬山天神山古墳について
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平成24年度より「新 学校版環境ISO」へ移行します！
　本県では、平成16年度から「学校版環境ISO」の認証
取得を通じて各学校において児童・生徒・教職員が一体と
なった継続的かつ自立的な環境保全活動を推進してきま
した。
　この「学校版環境ISO」による取組では、ISO14000シ
リーズの環境規格を参考に、子どもたちと教職員が自ら
目標を立て成果をチェックする方法で、学校全体のごみ
の減量やリサイクル、省エネルギーなどに継続的に取り
組む活動を推進し、平成23年度末で231校が認証を得て
います。
　平成24年度からは、これまで校内での活動が中心で
あった「学校版環境ISO」の取組をステップアップさせ、
学校と地域(家庭を含む)がより一層連携し、地域や学校の
状況に応じた環境学習を行う取組に進化させた「新 学校
版環境ISO」に移行します。
　今後、地域へ取組を広げることで活動全体の活性化を
図り、環境学習を一層充実させ、将来にわたり環境保全に
対する意識の高い児童・生徒及び郷土を愛するモラルの高
い児童・生徒の育成に努めるためにも、各校における「新 
学校版環境ISO」の取組及び認証取得をお願いします。

「“あわ”人権学習ブラッシュアップ事業」について
　県教育委員会では、人権教育の指導方法の工夫・改善に活かしていただくために、県内の優れた実践をホームペー
ジ上で紹介する「“あわ”人権学習ブラッシュアップ事業」を実施しています。「ブラッシュアップ」とは、“技術や能
力を磨き上げる”“一段と優れたものにする”という意味です。
　人権教育の充実につながる様々な情報を掲載していきたいと考えていますので、ご活用ください。

◆文部科学省「人権教育研究推進事業」推進地域・研究指定校の紹介
◆徳島県教育委員会　研究指定校・園の紹介
　徳島県教育委員会では、文部科学省「人権教育研究推進事業」の趣旨を踏まえ、学校・家庭・地
域が一体となった人権教育の総合的な取組や、学校における指導方法の改善を図るための実践的な
調査研究を行っています。
　こうした学校や地域の研究内容及び、文部科学省や徳島県教育委員会が指定する幼稚園、小学校、
中学校、高等学校・特別支援学校の研究内容についてもホームページ上で紹介しています。
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★人権教育研究指定校（園）では、［第三次とりまとめ］に示された「協力的・参加的・体験的な学習」を取り入れることにより、
　子どもたちが、自分自身の心と頭脳と体を使って、主体的、実践的に学習に取り組む姿が見られました。研究指定校での成果
　を県内一円に広めるため、公開授業（保育）の学習指導案を人権教育課ホームページに掲載しております。ご活用ください。

高齢者施設での交流活動 視覚障害の疑似体験 ＫＪ法でグループ学習 生き方を語り合う学習
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平成24年度  中学校で新学習指導要領がスタート!
子どもたちの「生きる力」をより一層育むことを目指します

【改訂のポイント】
　◇学力の重要な３つの要素の育成 
　　○基礎的な知識・技能
　　○知識・技能を活用し，
　　　自ら考え，判断し，表現する力
　　○学習に取り組む意欲
　◇豊かな心や健やかな体の育成

【教育内容改善のポイント】
　○言語活動の充実　　 ○理数教育の充実
　○外国語教育の充実　 ○体験活動の充実
　○伝統・文化に関する教育の充実
　○道徳教育の充実　　○健やかな体の育成　
　○社会の進展に対応した教育の充実
 　（環境教育，食育，消費者教育，情報教育 等）

・・・ 地域教育支援活動奨励表彰 ・・・
　地域教育支援活動奨励表彰は、子どもたちの健やかな成長及び地域教育力の向上をめざし、地域全体で子
どもの教育に取り組む気運の更なる醸成を図るため、学校・家庭・地域の教育支援を行う地域住民のうち、今
後の活躍が期待される個人や団体を表彰するものです。
　平成23年度に新しく創設された表彰制度で、25の個人及び
団体が被表彰者に選ばれました。

徳島北高校校長から表彰状が贈られる宮内真由美さん
（徳島北高等学校体育館　H23.11.6）

勝浦町教育長から表彰状が贈られる勝浦座代表
（勝浦町農村環境改善センター　H23.11.27）

《被表彰者一覧》 ※ 敬称略 50音順

○個 人
　粟飯原興禅
　伊内　章二
　宇野　博明
　荻野　利明
　木野　一男
　土橋　昌俊
　原田　史郎
　増田　恭子 
　丸居　哲雄
　宮内真由美
　森山　宏士

○団 体
　阿波市婦人団体連合会
　飯谷子どもふれあい教室　
　生比奈小学校子どもの安全見守り隊
　うりうりゴリラ
　お話シャワー会
　海部郡婦人会連合会
　勝浦座
　勝浦町学校支援地域本部
　勝浦町婦人会
　社団法人　徳島県獣医師会
　正法寺川を考える会
　立江八幡神社祇園囃子保存会
　日本ボーイスカウト鳴門第９団
　読み聞かせグループ『藍の会』
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平成23年度徳島県藍青賞受賞者一覧
　徳島県藍青賞は、新しい時代をひらくたくしましく心豊
かな徳島の子どもの育成を期して、地域社会におけるボラ
ンティア活動等、自然体験・勤労体験学習等、児童会・生
徒会活動等、困難を克服しての学業精励、人命救助等、運
動競技、研究・制作・表現活動等、創意に満ちた教育活動
の各分野において、優れた実績をあげた学校・園、グルー
プ・団体、個人及びその指導者等に贈られるものです。
　平成23年度は、次の個人、団体が受賞されました。

平成23年度後期表彰式

≪　前　　　期　≫
○学業精励・人命救助等
（個人）

盲学校　　　　　　　　　佐藤　結香
徳島科学技術高等学校　　大久保　嵐

○運動競技等
（グループ・団体）

鳴門教育大学附属小学校
　水泳200ｍリレー女子チーム
板東ビクトリー女組
徳島中学校バドミントン部
南部中学校体操部
上八万中学校ソフトボール部
川内中学校水泳競技部
川内中学校サッカー部
小松島中学校男子新体操部
阿波中学校柔道部
藍住東中学校陸上競技
　男子４×100ｍリレーチーム
三加茂中学校女子ソフトボール部
城東高等学校男子ソフトボール部
城北高等学校射撃部
城西高等学校女子射撃部
城西高等学校男子射撃部
富岡東高等学校軟式野球部
脇町高等学校女子ソフトテニス部
盲学校グランドソフトボール部
国民体育大会馬術競技少年リレー競技チーム

（個人）
撫養小学校　　　　　　　野　口　航　平
鳴門東小学校　　　　　　福　池　　　凜
徳島中学校　　　　　　　森　　　隆　子
徳島中学校　　　　　　　山　下　華　奈
川内中学校　　　　　　　一　宮　大　智
鳴門中学校　　　　　　　矢　竹　夏　樹
阿南中学校　　　　　　　溝　木　竣　也
新野中学校　　　　　　　田　中　亮大郎
鴨島第一中学校　　　　　河　野　大　悟
脇町中学校　　　　　　　藤　本　真　帆

石井中学校　　　　　　　山　本　大　希
北島中学校　　　　　　　玉　置　亜弥香
藍住中学校　　　　　　　黒　田　錦士郎
生光学園中学校　　　　　西　川　チカコ
城ノ内高等学校　　　　　藤　本　広　大
城西高等学校　　　　　　桑　原　伸　晃
城西高等学校　　　　　　花　本　真　人
名西高等学校　　　　　　山　村　拓　磨
生光学園高等学校　　　　林　　　千　春

○研究・制作・表現活動等
（グループ・団体）

鳴門市第一中学校吹奏楽部
（個人）

浦庄小学校　　　　　　　武　市　　　隼
高原小学校　　　　　　　仁　木　円　香
津田中学校　　　　　　　佐　藤　未　紗
津田中学校　　　　　　　丸　島　香　奈
入田中学校　　　　　　　板　東　舞　香
鴨島第一中学校　　　　　立　石　　　明
石井中学校　　　　　　　遠　藤　咲季子
徳島文理中学校　　　　　三　木　万理子
城南高等学校　　　　　　松　㟢　美　侑
城ノ内高等学校　　　　　原　内　健太郎
城ノ内高等学校　　　　　岡　田　卓　也
城ノ内高等学校　　　　　佐　竹　壯　太
城ノ内高等学校　　　　　天　　　翔太郎
城ノ内高等学校　　　　　中　村　麻　姫
城ノ内高等学校　　　　　井　藤　真　美
城ノ内高等学校　　　　　赤　澤　由　真
城ノ内高等学校　　　　　北　岡　知　世
徳島科学技術高等学校　　杉　本　修　平
徳島科学技術高等学校　　八　木　真梨菜
徳島商業高等学校　　　　岡　　　さゆり
名西高等学校　　　　　　石　田　礼　奈

○創意に満ちた教育活動
（学校，グループ・団体）

城南高等学校
城ノ内中学校技術部
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≪　後　　　期　≫
○児童会・生徒会活動等
（グループ・団体）

久勝小学校放送情報委員会　　
○学業精励・人命救助等
（個人）

小松島高等学校　　　　清　崎　　　翔　
小松島高等学校　　　　岡　本　有　紗
小松島高等学校　　　　湯　浅　七　美
小松島高等学校　　　　佐　坂　奈々美
小松島高等学校　　　　橋　本　郷　香　
小松島高等学校　　　　中　村　康　平　
阿波西高等学校　　　　池　光　好　稀
阿波西高等学校　　　　富　杉　洋　祐
阿波西高等学校　　　　西　岡　直　人　

○運動競技等
（グループ・団体）

石井中学校野球部　
徳島商業高等学校硬式野球部　
徳島県国体ソフトテニス少年女子選抜チーム　

（個人）
論田小学校　　　　　　杉　原　大　河
一宮小学校　　　　　　杉　原　　　桜
城東中学校　　　　　　喜　多　世　奈
城東中学校　　　　　　荒　川　莉　来　
南部中学校　　　　　　府　殿　大　佑　
川内中学校　　　　　　山　田　佳　奈
国府中学校　　　　　　熊　井　　　現
大麻中学校　　　　　　島　田　杏　沙
鴨島第一中学校　　　　武　岡　大　聖　
藍住中学校　　　　　　美　鳥　　　尚

徳島文理中学校　　　　原　　　那由他　
城西高等学校　　　　　阿　川　美　咲　
勝浦高等学校　　　　　赤　坂　美　波　 
新野高等学校　　　　　黒　岩　由　実　
那賀高等学校　　　　　高　瀬　晴　菜　
鳴門高等学校　　　　　笠　原　巧　巳　
聾学校　　　　　　　　村　尾　　　凌　

○研究・制作・表現活動等
（学校・園全体）

津田中学校　
（グループ・団体）

国府小学校マーチングバンド
加茂名中学校吹奏楽部
城南高等学校手芸・調理部
城南高等学校美術部

（個人）
椿小学校　　　　　　　　竹　原　春　樹
加茂名中学校　　　　　　岡　㟢　　希　
鴨島第一中学校　　　　　江　本　果　穂
鴨島第一中学校　　　　　伊　井　和　広
阿波中学校　　　　　　　吉　田　小　雪
城南高等学校　　　　　　野　中　弘　美
城南高等学校　　　　　　梅　津　洋　子
城ノ内高等学校　　　　　森　江　太　一
徳島科学技術高等学校　　松　尾　みづき
川島高等学校　　　　　　稲　井　瑛理香

○指導者等
石井中学校（外部指導者）久　米　　　勝　
城北高等学校　　　　　　富　田　芳　幸　
日本ボーイスカウト徳島連盟
　　　　　　　　　　　　田　中　良　治

板東ビクトリー女組 津田中学校（防災教育への取組）
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平成23年度文部科学大臣優秀教員表彰について
　文部科学省は、全国の国公私立学校（大学及び高等専門学校を除く）において、学習指導、生徒指導・進路指
導、学校体育・学校保健・学校給食、部活動等の6つの実践分野で顕著な成果をあげた現職の教員（校長等の管理
職員を除く）について、その功績を表彰するとともに広く周知し、あわせて我が国の教員の意欲及び資質の向上に
資することを目的として文部科学大臣優秀教員表彰を実施しています。
　平成23年度は、全国で847名、本県からは公立学校関係で次の8名の方々が表彰され、2月15日に表彰伝達式が
県庁で行われました。
　今後とも、教育に対する情熱と力量を遺憾なく発揮し、他の教職員の目標となる存在として、ますます御活躍さ
れることを期待しています。

◦湯　口　雅　史 教諭
　　　　（徳島市八万南小学校）
　実践分野：学校体育

◦堂　前　孝　司 指導教諭
　　　　（石井町藍畑小学校）
　実践分野：学習指導

◦豊　㟢　好　美 指導教諭
　　　　（美波町立日和佐小学校）
　実践分野：学習指導

◦竹　内　佳代子 指導教諭
　　　　（鳴門市第一中学校）
　実践分野 ：部活動

◦丸　岡　美　枝 教諭
　　　　（三好市立池田中学校）
　実践分野：学校組織の活性化

◦石　本　富　代 教諭
　　　　（徳島県立小松島高等学校）
　実践分野：学習指導

◦一　宮　彰　子 指導教諭　　
　　　　（徳島県立富岡東高等学校）
　実践分野：学校組織の活性化

◦藤　田　　　茂 教諭
　　　　（徳島県立新野高等学校）
　実践分野：学習指導

平成23年度　文部科学大臣優秀教員表彰伝達式

平成23年度徳島県教育委員会関係職員表彰について
　　表彰された皆様方に心からお祝い申し上げます。
◆グループ表彰
○徳島県立総合教育センター教職員研修課情報教育担当一同
教育の情報化を支える業務に貢献し、事務負担や経費負担に寄与
した功績

○徳島県教育委員会東日本大震災・被災地支援チーム一同
被災地における児童生徒の心のケアや学校の早期再開に向け、現
地で献身的な支援活動を行い、成果を上げた功績

○徳島県立徳島中央高等学校とくしま中央一座指導者グループ
　職員一同
教職員一丸となって生徒のコミュニケーション能力育成に取り組み、教科等の学習成果を地域貢献に結びつけた功績

○三好市教育委員会三好市事務職員部会一同
事務職員部会が一丸となって事務能力の向上に取り組み、学校の教育活動の円滑な推進に貢献した功績
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更新(バージョンアップ)できていますか？あなたのコンプライアンス意識
（平成23年度コンプライアンス推進標語）

　市立小学校の男性教頭は、午後8時ごろまで飲酒して、睡眠を取った後、翌朝早く釣りに行くために車で出かけ、午
前2時50分ごろに検問を受けて、酒気帯び運転で検挙された。教頭は、購入していたアルコール検知器が0.00である
ことを見て、運転していた。

　県立高校の男性教諭が、午前0時ごろまで飲酒し、翌朝の午前7時40分ごろに、出勤のために車を運転中、時速21
キロメートルのスピード違反をして停止を求められ、呼気から基準値を超えるアルコールが検出されて検挙された。

事例 １

事例 2

　2つの事例は、ある県で平成23年度中に起こった交通違反です。2人は「刑事上の責任」を問われただけでなく、「身分
上の責任」も問われ、懲戒処分を受けました。
　この2つの事例から、皆さんはどのようなことを学びましたか。ただ単に、「運が悪かった。」というような類のものでは
ないということは、お分かりいただけると思います。飲酒運転となる「リスクの芽」があったにもかかわらず、「油断があっ
た。」と言えるのではないでしょうか。
　ほとんどの教職員は、まじめに日々の教育活動に取り組まれています。しかし、不祥事は、本当に問題のある一部の人だ
けが起こすものなのでしょうか。「もしかしたら私も・・・。」という意識を持って、もう一度、自分自身や所属する組織のコ
ンプライアンス意識を見直してみませんか。

◆こんなことってありませんか？チェックしてみましょう！
□ 昨晩、遅くまで職場の同僚と飲んで、今朝は二日酔いだが、いつものように車で出勤した。
□ 大幅にスピード違反しているが、前後の車の流れに合わせて走っているから大丈夫だろう。
□ 職場から離れた場所なら、少しぐらい羽目を外しても大丈夫だろう。
□ インターネットの問題のある特定のサイトに、夢中になっている。
□ 部活動は厳しく指導すべきで、強い口調で叱責したり、胸ぐらを掴むことがある。
□ 児童生徒の個人情報を綴ったファイルを机上や本立てに置いたままにしている。

　「リスクの芽」は、どこに潜んでいるか分かりません。これからは、それぞれの所属の課題に焦点を当てて、重点的に取
り組む段階ではないかと思いますので、よろしくお願いします。
　また、不正行為等の早期発見のため、次の「公益通報制度」も御活用ください。

◇ ◆  公益通報制度のお知らせ  ◆ ◇

　コンプライアンス推進室では、公益通報制度を担
当しています。この通報制度は、教職員の不正行為
等を早期に発見し、速やかに是正に繋げ、法令遵守
等を推進するためのものです。
　教育委員会事務局、教育機関及び県立学校の教職
員について通報される方は、当コンプライアンス推
進室まで、封書又はメールにより御連絡ください。
『通報者の秘密を含め個人情報は保護されます。』

○通報窓口：徳島県教育委員会コンプライアンス推進室
○通 報 先：〒770-8570徳島市万代町1丁目1番地
封　書 「徳島県教育委員会コンプライアンス推進室（公益通報）」宛
　　　　　　　　　　　　　　　　※「親展」と記載してください。
メール  compliancesuishinshitsu@mt.tokushima-ec.ed.jp
　　　あるいは、「徳島県教育委員会ホームページ」→「教職員の不正
　　　行為等通報窓口」からも入力できます。（「外部相談員」の通
　　　報窓口も設けています。）
　なお、市町村立小・中・高等学校の教職員についての通報は、該当
市町村教育委員会まで御連絡ください。



古墳時代の女性首長の人骨出土　徳島市の犬山天神山古墳　特別展示のお知らせ

東日本大震災被災地支援活動写真展を開催しました

�
とくしまの教育

　犬山天神山古墳は、徳島市八万町大野の古墳で、平成23年5～9月の発掘調査で、古墳時代前・
中期（4世紀後半～5世紀後半）の箱式石棺7基と、ほぼ完全な状態の女性の人骨などが出土しまし
た。石棺はいずれも青石を使った「阿波式石棺」とも言われるもので、眉山一帯から運んだ石を、箱
形に組み合わせています。園瀬川流域では向

むこうてらやま

寺山古墳群や恵
え

解
げ

山
やま

古墳群など箱式石棺を埋葬主体
とする古墳が確認されており、今回の発掘調査成果はこの地域の古代の様相を考える重要な手がか
りとなります。徳島南環状道路建設工事に伴い調査されたもので、古墳は既に消滅しています。その
ため、記録保存の一環として人骨が入った状態の石棺のレプリカを作製しました。他の出土品とと
もに3月27日（火）より板野町にある埋蔵文化財総合センターにて展示・一般公開します。

【問い合わせ先】 徳島県立埋蔵文化財総合センター TEL.088-672-4545 箱式石棺から
見つかった女性の人骨

　徳島県では、東日本大震災発生直後から関西広域連合の一員として、カウンタ－
パ－トナ－である宮城県を中心に、各分野で支援活動を行ってきました。震災発生
から1年を迎えるにあたり、震災の記憶を風化させず、防災・減災につなげていくこ
とを目的に、教育分野と医療分野の支援活動の出発点となった徳島阿波おどり空
港において、平成24年3月9日から23日までの間、写真展を開催しました。

＜主な展示内容＞
１．徳島県教育委員会による被災地支援活動
２．徳島県高校生による宮城県女川町立女川第二
　小学校との交流支援活動
３．未来の地域防災の担い手を育てる　県立高校
　「防災クラブ」の取組
４．徳島県による医療支援活動

　宮城県では、
主に次の地域
で教育分野及
び医療分野の
支援活動を行
いました。

　外国人の方にもご覧いただけるよう、写真には英語及び
中国語のキャプションをつけました。
　また、展示した作品は、次のURLからご覧いただけます。

URL http://www.pref.tokushima.jp/docs/2012031900509/

主な活動地域




